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こ 

し 

お 

う

　
北
上
川
は
長
さ
も
、
流
域

面
積
も
日
本
で
第
四
位
の
大

河
。
傾
斜
が
緩
や
か
な
為
、

大
量
の
水
も
ゆ
っ
た
り
と
流

れ
る
。
こ
の
ゆ
っ
た
り
感
が

私
は
好
き
だ
。

　
そ
の
流
れ
が
作
っ
た
北
上

盆
地
を
見
渡
せ
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
日
本
美
術
会
の
岩
手

の
会
員
に
導
か
れ
た
。
宮
澤

賢
治
記
念
館
の
先
に
あ
る
胡

四
王
山
だ
。

　
盛
岡
高
等
農
林
で
学
び
、

農
業
指
導
に
あ
た
っ
た
宮
澤

賢
治
も
、
こ
の
丘
か
ら
北
上

盆
地
を
眺
め
た
だ
ろ
う
。
こ

の
盆
地
に
も
っ
と
豊
か
な
農

業
を
・
・
・
と
。

日
本
美
術
会
岩
手
写
生
会(

合
宿)

に
て

北
上
川
の
盆
地
二
〇
一
五
年
九
月

　
岩
手
県
花
巻
市
　
胡
四
王
山
か
ら

戦
争
法
（
「
安
保
法
」
）
は
国
会
を
通
っ
た
が
・
・
・

　
衆
議
院
に
続
き
、
参
議
院

の
安
保
法
特
別
委
員
会
で
も

強
行
採
決
さ
れ
た
。
十
八
日

夜
、
国
会
前
で
公
述
人
は
怒

っ
た
。「
意
見
を
聞
き
た
い

と
公
聴
会
を
開
き
な
が
ら
、

そ
れ
を
論
議
も
し
な
い
」と
。

　
委
員
会
で
総
括
質
問
の
時

間
を
設
け
る
筈
だ
っ
た
が
、

自
公
議
員
が
怒
号
を
上
げ
、

委
員
長
を
取
り
囲
み
「
質
疑

を
打
ち
切
り
、
可
決
し
た
」

と
し
た
。
書
記
は
何
も
聞
き

取
れ
ず
記
録
が
無
い
。

「
憲
法
を
守
れ
」
の
声
の
中
で

　
ア
ベ
自
公
政
権
は
、
現
行

憲
法
発
足
以
来
、
歴
代
政
権

が
維
持
し
た
「
集
団
的
自
衛

権
は
憲
法
違
反
」
と
の
解
釈

を
百
八
十
度
変
え
た
。

　
武
装
親
衛
隊
が
国
会
を
取

り
囲
み
ヒ
ト
ラ
ー
は
ク
ー
デ

タ
ー
。
ヒ
ト
ラ
ー
に
無
制
限

の
立
法
権
を
与
え
る
全
権
委

任
法
を
通
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
当
時
と
違

い
、
国
会
を
取
り
囲
ん
で
い

た
の
は
「
憲
法
を
守
れ
」
と

叫
ぶ
国
民
だ
。

何
で
戦
争
参
加
を
急
ぐ
？

　「
米
戦
車
と
闘
う
よ
り
、

戦
車
へ
の
砲
弾
の
補
給
を
絶

て
」「
自
衛
隊
を
攻
め
ろ
」

と
考
え
る
の
が
当
然
。
弾
薬

補
給
ル
ー
ト
が
最
も
危
険
な

戦
場
に
す
ぐ
変
わ
る
。
米
軍

は
そ
れ
を
自
衛
隊
に
や
ら
せ

た
い
の
だ
。

　
一
方
、
財
界
は
ど
う
か
？

ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
の
「
敗
北

を
抱
き
し
め
て
」(

岩
波
書

店)

に
は
、
日
本
の
戦
時
体

制
下
で
旧
財
閥
に
資
本
が
集

中
し
た
と
あ
る
。
民
衆
は
家

族
、
家
財
を
喪
う
中
で
、
勤

労
動
員
で
た
だ
働
き
。
財
界

は
大
儲
け
。

　
国
民
の
多
く
は
戦
争
法
反

対
だ
。
多
数
の
声
で
自
衛
隊

海
外
派
兵
を
阻
止
し
よ
う
。

　
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
？


